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文責：校長 小田 伸幸

１１月２８日、盈進小学校の大イベントの一つである「えい

しんまつり」を開催しました。かなり前から悪天候の予報に加

え、数日前からは暴風警報が出ており、これまでに私が関わっ

た６年間で、初めて「そばづくり、できるのか？」という思い

が駆け巡りました。それでも、『これまでの子ども達や職員の

頑張りを簡単に終わらせてはいけない』という思いだけで、最後の最後まで決断を延ばしま

した。結果的に開催することができてホッとしましたが、それは、ずぶ濡れになりながらも

最後までやり遂げてくださった、保護者・地域の方の『えいしんまつりに対する熱い思い』

があるからです。すばらしい人たちに支えられている盈進小学校です。

とみえ認定こども園年長さんとの交流（手作りおもちゃ遊び）

◇主なねらい…思いやりの心をもち、相手の立場に立って行動する。

子ども達の凄さは、毎年遊ぶおもちゃが違うことです。違う園児

が来るのですから、毎年同じおもちゃでもいいと思うのですが、や

っぱり自分たちが楽しいと思うおもちゃでないと本当の楽しさは伝

えられないのでしょうね。

「こっち側から、ここをこう持って…」「早く構えないと、すぐ

出てくるからね」 練習した説明だけでなく、その子に合わせて詳

しく教えてあげる１・２年生。こういうところに『かしこさ』が発揮されます。

老人会の方々との交流（ペタンク）

◇主なねらい…時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって人と接する。

雨天のために運動場が使えず、教室と廊下で行いました。こ

れまでどんな寒いときでも、「外でやらんば」と言って揺るが

なかった老人会の方々も雨には勝てませんね。

歓喜の声が１階の職員室まで響いてくる盛り上がり。ビュッ

トにピッタリとくっつける腕前を披露する「大先輩」に対し、

そのボールを勢いで弾き飛ばす「弟子たち」。

「もう、しまいかな。」と残念な表情を浮かべるおばあちゃんの表情が印象的でした。

お客様へのおもてなし（そば打ち）

◇主なねらい…多くの人からの支えに感謝しながら活動する。

いつからか、「親子で一緒に！」となっているそば打ち。家族によっ

て声のかけ方も違っているのですが、大抵は「厳しめ」。そりゃ、おも

てなしのそばを作っているわけですから、ざっとしちゃいかんですもん

ね。そこは、さすがにわきまえている「お目付役」です。

５・６年生が味わう達成感は、まつり当日の活動だけでなく、夏のそ

ばの種まきからの約３ヶ月間の学習があってこそであり、たくさんの人々の協力と支えがあ

ってこそのものです。感謝の思いでいっぱいの５・６年生でした。

盈進小学校だより ～みんなが楽しい学校をめざして～

『盈たして進む Ⅲ』


